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く試験成績・研究成果＞

北海道で発生したサンダーソニア条斑モザイク病

堀田治邦＊

要 旨

2007年7月に岩見沢市のサンダーソニアで葉にモザイク症状や退緑した条斑を呈する株を認めた。
キュウリモザイクウイルス (CMV)の抗血清を用いてELISAを行ったところ，陽性反応が認められ

た。発病株からウイルスを単離し，生物検定やRT-PCRを行い， CMVと同定された。また，単離株

をサンダーソニアに接種したところ，原病徴が再現された。 CMVによるサンダーソニアの病害は北

海道で未報告であることから，北海道における条斑モザイク病の発生を報告する。

1. はじめに

サンダーソニアは冷涼な環境を好む花きである

ことから北海道での栽培が有利な品目と考えられ，

作付面積は2000年に5.8haまで増加した。しかし，

種球は輸入に頼っていることや増殖効率が悪く，

単価も高いなどの影響で2016年には約1.4haまで

減少している。（北海道フラワーガイド， 2018)。

筆者は2007年に北海道で発生するサンダーソニ

アの病害調査を実施し，実際の生産圃場でさまざ

まなウイルス病に類似した症状を認めた。その中

で，葉が条斑状に退緑し，葉が淡褐色に変色する

症状等からキュウリモザイクウイルス (Cucumber

mosaic virus, 以下， CMV)が検出された。同

ウイルスは北海道におけるサンダーソニアでの発

生記録がなく，ウイルスの同定と病原性の確認試

験を実施した結果について報告する。

2. 材料および方法

1)発病株に対するELISA

2007年 7月に岩見沢市のサンダーソニアで生育

抑制が認められる株を採取し， これらについて，

ELISA (酵素結合抗体法， Enzyme Linked 
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Immunosolvent Assay)でウイルス検定を行っ

た。 ELISAは日本植物防疫協会製のキットを用

い， CMVおよびBeanyellow mosaic virus 

（以下， BYMV)の検定を行った。検定時の陽性

コントロールは中央農試保存罹病葉を用いた。検

定はキットに添付されている手順に従った。

2)汁液接種によるウイルス株の単離と検定植物

接種による判別

発病株からウイルス株の単離を行った。接種植

物は素焼き鉢 (4号）で栽培して供試した。接種

液の作製は罹病葉に 5倍量のO.lMリン酸緩衝液

(pH7.0)を加えて磨砕した汁液を用いた。接種は

葉にカーボランダムを振りかけ，これにコットン

シーガルに染み込ませた接種液を 1回なぞって実

施した。はじめサンダーソニア罹病葉の汁液を

Chenopodium amaranticolorに接種し，接種葉の

単病斑を採取して磨砕し，再びC.amaranticolor 

へ接種した。再接種のC.amaranticolorに形成

された単病斑を同じく Nicotianaglutinosaに接

種してウイルス単離株とし，以降の試験に用いた。

検定植物への接種は18種の植物（各5株）に実施

した（表2)。約 1ヶ月後に接種葉および上葉の

病徴を調査し， ELISA検定も実施した。

3) CMV特異プライマーを用いた検出

単離したウイルス株の罹病葉 (N.glutinosa接

種葉）から RNAを抽出し， SuperScriptIIで

cDNAを作製した。 cDNAの作製はRandomプ

ライマーを用いた。 CMVの特異検出プライマー
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ペアおよびSubgroupI , Ilを特異検出するプラ

イマーペア (Geetanjaliら， 2011)を用いてPCR

を行い，特異的に増幅するバンドの検出を行っ

た。対照としてグラジオラスおよびストック由来

のCMVとスタ ーチス由来のCloveryellow vein 

virus (以下，ClYVV)も供試した。

表 1 ウイルス症状株のELISA検定結果

サンプル

サンダーソニアサンプル

賜性サンプル

吸光値(405nm)

CMV 

3.540 

3.615 

BYMV 

陰性サンプル 0.132 

0.104 

1,451 

0.101 

0.099 PBST buffer 0.102 

注）陰性サンプル値の 2倍を陽性と判定

図1 サンダーソニアに現れた病徴
a 自然発生株，b 接種株

表2 サンダーソニアから単離したウイルス株の
各種検定植物における病徴

植物名（品種）

Chenopodium amaranticolor 

Chenopodium quinoa 

Nicotiana tabacum (White barley) 

Nicotiana tabacum (Xanti NC) 

Nicotiana glutinosa 

Nicotiana rustica 

Nicotiana sylvestris 

Nicotiana clevelandii 

Physalis floガdana

ペチュニア

ソラマメ（早生蚕豆）

インゲンマメ（本金時）

ササゲ（黒種三尺）

トマト（桃太郎）

ビーマン（エース）

キュウリ（夏すすみ）

センニチコウ

病徴a)

（接種葉／上位葉）

CS/-

CS/-

+/M 

+/M 

+/M 

+/M 

+/M 

+/M 

NS/CS, M 

M, RSc/M 

NS/-

ー／一

NS/-

+/M, Ma 

+/M  

+/M 

ー／一

ツルナ +/CS 

a)CS: 退緑斑点， M:モザイク， NS:えそ斑点,RSc: 退緑輪紋，
Ma: 奇形．＋ ：潜在感染．ー ：感染せず
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4)サンダーソニアヘの接種試験

N. glutinosaに接種された罹病葉をサンダーソ

ニアに接種し，病原性を確認した。接種は 3株を

供試し，前出の方法で接種した。対照区はO.lMリ

ン酸緩衝液 (pH7.0)を行った。約 1ヶ月後に接種

葉および上葉を採取し，病徴の調査とCMVの

ELISA検定を行った。

3. 結果

1)発病株に対する ELISA

ELISA検定の結果，サンダーソニアの岩見沢

株から CMVが検出された（表 1)。症状は著 し

い生育抑制が認められ， 葉がモザイクや条状に退

緑し， 一部が褐色となる株であっ た（図 1a)。

BYMVは陰性であった。

2)汁液接種によるウイルス株の単離と検定植物

による判別

罹病葉からウイルスを単離し， CMV株を得た。単

離株の検定植物に対する反応はC.amaranticolorお

よびChenopodiumquinoaの接種葉に退緑斑点を

生じたほか， Nicotiana属植物では上葉にモザイ

ク症状が現れた。ソラマメおよびササゲの接種葉

にえそ斑点を生じた（表2)。これら反応はCMV

の特徴（塩田・植松， 1998)と一致した。その他，

トマトでは上葉にモザイクや奇形を生じた。

3) CMV特異プライマーを用いた検出

CMV攣の検出プライマーを用いてPCRを行った

結果， CMV検出プライマ ーおよび CMVの

Subgroup II検出プライマーで特異バンドが検出され

た。対照のグラジオラスCMV罹病葉およびCMVス

トック株P-1N. glutinosa罹病葉からも同様の特

異バンドが検出された（図 2)。ClYVVF-1株の

ソラマメ罹病葉からは検出されなかった。

4)サンダーソニアヘの接種試験

単離株を接種したサンダーソニアではモザイク

症状が現れたほか，時間の経過とともに条状の退

緑症状が認められ， 一部接種植物では淡褐色に変

色する症状が現れた。（図 1b)。これら発病株に

ついてCMVのELISA検定を行ったところ，す

べて陽性であった（表 3)。
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CMV検出ブライマー Su頃,oupIブライマー Su頃,oupilプライマー

M 12345  6 7 8 9101112 

図2 CMVの特異プライマーおよびSubgroup
判別プライマーを用いたPCRによる検出

M: サイズマーカー (250bpladder) 
1,5,9: スターチス株 (N.glutinosa罹病葉）
2,6,10: CMVグラジオラス罹病葉
3,7,11: CMVストック株P-1(N. glutinosa罹病葉）
4,8,12 : CIYVV F-1 (ソラマメ罹病葉）
cDNAの作成はRandomプライマーで実施

表 3 接種試験による発病と ELISA検定結果

処理区 発病（症状） ELISA 
接種区 3/3 (M, N)•l 3/3 

無接種区 0/3 (-) 0/3 
a)発病株数（陽性数）／接種株数（検定数）， M:モザイク，
N: えそ，ー ：症状なし

4. 考察

サ ンダ ー ソニア から単離し たウイ ルス株は

CMV抗血清による ELISA,検定植物に対する接

種試験，CMVの各種PCRプラ イマー による検出

結果から， CMVと同定された。 サ ンダー ソニア

に対する接種試験で病徴も再現された ことから，

塩田 ・植松 (1998) が報告した条斑モザイ ク病で

ある ことを確認した。

CMVはアブラム、ン（モモ アカアプラ ムシなど）

で媒介されることから，サ ンダーソニアの栽培で

アブラムシの防除を実施する必要があるが，岩見

沢市における発生状況はそれほど多くなく，耕種

的な対策で十分である。すなわち，媒介アプラム

シはウイルスを保毒した周辺雑草に生息して，サ

ンダーソニアに飛来してくることから，栽培ハウ

ス周辺の雑草管理を十分実施するとともに，発病

株が認められたら，早期に抜き取るなどの対策が

必要である。
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